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Cloran (1994, 1995, 1999) によって英語母子会話の分析について提案された RUA は、テ







佐野 (2010b) で分析手順が提示されている。修辞機能と脱文脈化程度は、発話機能 (speech









































































表 2 話者ごとのメッセージの種類 (太字が認定対象)
メッセージの種類 小川 坂井 今村 計
自由 53 59 5 117
拘束；形式的従属 1 1 0 2
拘束；意味的従属 4 1 0 5
位置付け 158 131 20 309














修辞機能 [脱文脈化指数] 小川 坂井 今村 計
行動 [1] 1 0 0 0
実況 [2] 4 1 0 5
状況内回想 [3] 7 5 1 13
計画 [4] 3 3 0 6
状況内予想 [5] 0 1 0 1
状況内推測 [6] 2 0 0 2
自己記述 [7] 8 2 0 10
観測 [8] 0 0 0 0
報告 [9] 5 8 1 14
状況外回想 [10] 3 14 0 17
予測 [11] 0 3 0 3
推量 [12] 2 2 0 4
説明 [13] 19 21 3 43
一般化 [14] 0 0 0 0
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